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術史研究室紀要）、10号、1994年、pp. 95-161; C. Cieri Via, “Villa Madama: una residenza "solare" per i Medici 
a Roma,” in S. Colonna, ed. by, Roma nella svolta tra Quattro e Cinquecento: Atti del convegno internazionale di 




所蔵の素描に基づく図像解釈―」、『美術史』、第170 冊、2011 年、pp. 179-95；「ヴィッラ・マダマ、ストゥッコ浮
彫連作《ポリュフェモスとガラテア、アキスの物語》―ジュリオ・デ・メディチの標章との関連を中心に―」、『地
中海学研究』、34 号、2011 年、pp. 25-46；「ウェヌスとアモルの王国―ヴィッラ・マダマ装飾における教皇レオ
10 世の治世の寓意―」、『東京芸術大学美術学部論叢』、第8 号、2012 年、pp. 5-15；「ヴィッラ・マダマ、左廊ヴォー
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た。ヴィッラ・マダマの装飾に関しては、ラファエッロの死から 2 か月が経った 1520 年 6 月、ジュ
リオ・デ・メディチがアクイーノ司教マリオ・マッフェイに宛て書簡を記し、制作の分担と装飾
主題についての要望を伝えている 3。6 月 4 日の書簡では、ジュリオ・ロマーノに物語場面を、ジョ
ヴァンニ・ダ・ウーディネにストゥッコ装飾を担当させるか、少なくとも物語場面に関してはジュ




　ロッジャの装飾は、おそらく書簡が交換された後、つまり 1520 年 7 月以降開始されたと考え
ることができる。1521 年 12 月にレオ 10 世が死去すると、後任としてハドリアヌス 6 世が 1522
年 1 月に教皇の座に就く。1523 年 9 月、ハドリアヌスが没すると、その 2 か月後にジュリオ・デ・
メディチがクレメンス 7 世として教皇座に即位するにいたる。教皇庁での奢侈を嫌悪したハドリ




あった時期にも装飾は続けられており、制作年代はジュリオが教皇位に就く 1523 年 11 月を下限
と設定することができるからだ。
　中央径間を挟んで展開するふたつの径間は、おそらく教皇レオ 10 世の在位中、南西側径間（左
3　J. Shearman, Raphael in Early Modern Sources, New Haven - London, 2003, 1520/44, 46, pp. 599-601, 602-
5. 邦訳については拙稿「ジュリオ・デ・メディチとマリオ・マッフェイ―ヴィッラ・マダマ造営に関する2 通






















画の下絵素描 1 点（図 15）が知られている。実際の各径間の装飾は、統一的に高い質を維持し
ているとは言えないため、実制作にあたった画家たちの手を判別し特定することは容易ではない
のが現状である。




5　G. Vasari, Le vite de' più eccellenti pittori, scultori e architettori nelle redazioni del 1550 e 1568, ed. by R. 
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7　ペルッツィの素描カタログを執筆したフロンメルは、ヴィッラ・マダマ関連素描の作者についてパウンシー
から助言を受けた旨を記している。Ibid., p. 101.
8　D. Ferrari, Giulio Romano: Repertorio di fonti documentarie, I, Roma, 1992. p. 69: ジュリオはカスティリ


























して取り組む必要があり、1524 年 10 月にはローマを離れるため、ヴィッラ・マダマで装飾に従
事していたとは考えにくいだろう。つまり、アトリウムは 1524 ～ 25 年にかけて、ロッジャ装飾
が完了した後、ジョヴァンニ・ダ・ウーディネを中心に装飾されたと推測できるのである。こう
した見解はヴィッラ・マダマ装飾の基礎研究を著したレナート・ルフェーヴルの後、ヴィッラの
9　ジョヴァンニ・ダ・ウーディネは、1523 年4 月27 日、ヴェネツィアからフィレンツェにいるミケランジェ
ロに書簡を発送しており、その後フィレンツェでメディチ家邸宅の装飾を行った。1523 年末、クレメンスが
教皇に即位するとローマに戻り、戴冠式のための旗などの装飾に従事したことが、画家の出納帳の記録から
知られている。ミケランジェロ宛の書簡は、次を参照。Archivio Buonarroti di Firenze, XII, 729; C. Furlan, 
“Documenti,’’ in N. Dacos - C. Furlan, Giovanni da Udine: 1487-1561, Udine, 1987, pp. 262-4. ジョヴァンニ






























10　Lefevre, Villa Madama, cit., pp. 246-7; Cieri Via, “Villa Madama,” cit., p. 351. 
11　ダコスはアトリウムの構想はロッジャのフレスコ画より前に行われていたと推測しているが、それを補足
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Servius Honoratus, Commentarii in tria Virgilii opera: Bucolica, Georgica et Aeneidem, II, 31, Firenze, 1471; J. 
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Equicola's Season of Desire, Farnham, 2010, pp. 231-43.
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J. Boardman, “Pan,” in W. H. Roscher, ed. by, Lexikon der griechischen und römischen Mythologie, VIII, 
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な表情の横顔を見せているのに対し、負かされるメドゥーサは抗うように口を開き、4 分の 3 面
22　A. Gnann, in K. Oberhuber - A. Gnann, Roma e lo stile classico di Raffaello: 1515-1527, Milano, 1999, p. 
279.
23　Gnann, ibid., p. 278. ジョヴァンニ・ダ・ウーディネのモノグラフには、ダコスによって編纂された素描カ
タログが付されているが、ここには帰属が曖昧な作品も所収されている。N. Dacos, “Traccia per un catalogo 






































図 1: W.E. Greenwood, The Villa Madama Rome, New York, 1928. （番号付けは筆者による） / 図 2、5、12: 筆
者撮影 / 図3: R. Lefevre, Villa Madama, Roma, 1973. / 図4: Bibliotheca Hertziana / 図6: B.サンティ『ボッティ
チェリ』、関根秀一訳、東京書籍、1991 年 / 図 7 : G. Guadalupi - M. Hochmann et al., Le Palais Farnese, 
Milano, 2001. / 図 8: F. Colonna, Hypnerotomachia Poliphili: The Strife of Love in a Dream, trans. by J. Godwin, 
London, 1999. / 図 9: A. ヴァールブルク『フィレンツェ市民文化における古典世界』、伊藤博明監訳、あ
りな書房、2004 年 / 図 10: W.H. Roscher, ed. by, Lexikon der griechischen und römischen Mythologie, VIII, 
Hildesheim - Zürich - New York, 1997. / 図 11: C.L. Frommel, ed. by, La villa Farnesina a Roma, Modena, 
2003. / 図 13: D. Cordellier - B. Py, ed. by, Raffaello e i suoi, exh. cat., Roma, 1992. / 図 14、15、16: A. Gnann 
- K. Oberhuber, Roma e lo stile classico di Raffaello: 1515-1527, Milano, 1999.
図 1　ヴィッラ・マダマ現状平面図
I: エクセドラ / II: アトリウム / III, IV, V: 「庭園のロッジャ」 （III: 中央径間、IV: 左廊、V: 右廊）/ VI, VII: 小室 / 
VIII: 「ジュリオ・ロマーノの間」 / IX: 庭園 / X: 養魚池　
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図 2　アトリウムのアーチ　（図版左が入口側、







1482 ～ 83 年頃　カンヴァス、テンペラ　
207×148cm フィレンツェ、ウフィーツィ美術館
図 7　《パンを倒すアモル》　1597 ～ 1604 年頃
フレスコ　パラッツォ・ファルネーゼ、
ガッレリア・ファルネーゼ天井画、ローマ 図 8　《ニンフとサテュロス》　1499 年　木版画　
『ポリフィロの夢』 p. 73
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貼り付け 136 ×140 mm　ウフィーツィ美術館版画素描
室　inv. 13342F  　
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図 13　ジュリオ・ロマーノ《ヒッポカンプスに乗るア
モル》 ペン、褐色インク、紙　238×334 mm 















画素描室　R118, SR266, inv. 17634
